
150.近年潜水調査事情

イン琵琶湖

世界でも有数の古い歴史を持つi旬Ir琵琶湖」、この刈
J;Ji;.4VJ{I; 

に椛われて来た我がi炎村正問にIH且先途の生活の湖:がい

たるとニろに152:さuている 。さらに ζ の人|日l生活の痕

跡1:1:陸上のみならず琵琶湖底にも手f-:(Eすることも主nら
れている。

近年の琵琶湖総合開発に代表される磁々の開発事業

は、琵琶湖およびその周辺を大きく変化させつつある。

太古からi依リ統けて来た湖底i立幼:む否応、なしに目1tめ
ざるを相手なくなって来た。このような状況は湖底遺跡

調査の激熔をもたらすこととな ったが、何分泌l中のこ

と故、遺跡、のイ立議、;俺聞き手はほとんど抱録されていな

いのが現状であった。 i初中での発J臨調査は|後上での湖

をに比較すると多くの~寄があるため 、 経費 ・ 1時間l共

に多〈喜きする(/.が常である。そこで効率のよい鈎査を

笑泌するためには遺跡の位鐙 ・Ifitr随を正f，fffに把握する

ための分布剥在、試術調査が必袈となって来た。ζ の

発f賠前段階て'の有効なil1/.1~手段として主ままあしたのがi管

水i潟盗そある 。ζ こて"は主に潜水;球術調盗を例に、そ

の概喜2・を紹介してみたい。

水中遺跡潜水調査の歴史

水中i立湖:の調査方法の開発の1r故には、海洋学の発

展のJ.m史があった。海洋 ・水中への人聞の進出は、海

産物の採集などの目的でかなり古くから行なわれてい

たが、近代海洋学の始まリは19世紀末tこ求めらitる。

1930年には有名な深海i管水艇パチスカーフの試作が成

功し 、1943JI'-にアクア ・ラングが開発されて 、海洋J家

公及び水中ii2・幼、の調査技術{ま飛践的に発展することに

なった。ア7ア ・ラングはその有効性と使用の容易さ

のため 、 広〈普及するが、 それはまた沈~I{iの財宝を目

当てにする臼険家がm行する事態をも 、同時に引き起

こしたのである。一方そのような事態が海底に11民る遺

跡の12かさを然自に知らせることにもなった。このよ

うな歴史の中では、水中i遺跡、の調査はj船学採.脊の罰IJ次

的な目見栄としてしか認められず、また水中遺跡の澗訟

を目的とする拡ー合でも 、i毎底への臼険的な意義が先行

してきたのである。

ょのような状況の中で、水中巡幼:の本絡がJな考古学

的調奈は1950年代に行なわれ始めている。アクア ・ラ

ングを開発したフランスのクストーは地中海の古代沈

船を翻交し 、アメリカのリンク lまカリプ泌の17i!i紀末

の沈没者11市を調査した。水中巡跡の潜水潟査は、この

2人の部j釜を先駆として今日に至っている。

日本において水中巡跡、が注目されたのは、l明治41年

に長野県鎌訪減量まの幹線湖底遺跡、大正13年に琵琶湖

底の泌総尾崎湖底巡跡などを早い例として 、以後多く

の湖底 .ilij:J1ま泣rorが知られるようになった。昭和38年

には北海道網走~oIjJ でi管水調炎が試みられ、昭和42年に

は静岡県浜名i却j弁天烏湖底辺I跡で調子E区をトタンi阪で

闘ってドライ化する方法で制査が行なわれた。水中jfl

紛:の潤盗方法は、原理!的にはこの 2者の方法のほか、

干拓などによって隊化したi日水底を鈎査する方法があ

る。潜水調子五はその後、1Ii':l手U49.if.!ニ北海道江差町で沈

没した江戸幕府のl泌総闘餓丸め調査、同51年に香川県

小豆島沖の釜町時代初期!の沈船遺跡と考えられる氷の

子送遺跡の認司王袋、同52.if.に島根県議殴市i中に沈鳥伝説

のあるII!鳥島沈烏の調宏、同55年に琵琶湖の縄文時代の

貝塚である採涼湖底通3跡の調弦などが行なわれた。昭

和55-56Æ!"には長崎県I.\~g~iで学際的な潤査団を編成し

て、海底地跡の電子機採による探11:の笑験的研究が行

なわれている。

潜水調査の技術

水中制査での!節也:の多くは、皮肉にも生物にとって
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欠くことの出来ない物質 rJ!<J によって Lたらされる。

際主与のmーには水中での呼吸法がある.調査におい

ては、作業船上のコンプレ ッサ より空気をホースを

過してダイパーに送り込む方法と、ラングE買を用いて

呼吸する方法を用い解決している.

降答の第こには水中での行動の制約がある。水中で

はダイパーの答紛プラス治朗スーツ額分の浮力が生じ、

これが水中での行動を大きく規制するのでそのままの

状態では作業出米ない. そのためウェットスーツ常用

時で約10旬、ドライスーツ(冬湖のi~~水mn 着用時で

20kg以上の窓リを活けて作業することになり、作業時

め身体の保持に !H~織と体力を製する。

1~~:æ:の第三には水中での続界の悪さがある。琵琶湖

の水!:t.汚れている.特にI街i却lの水は恕!像以上に汚染さ

れている。7)<.そのものの透明l交が低い中で、土砂を掘

削する わけであるから、~き七げられた土砂も加わ り

ほとんど枕界は Oにと干しい状態である。 ，Ii'水状態に{呆

ち浮遊した土砂を沈11革さぜればあるわ:皮の鋭界 l;t~専ら

れるが、風放の散~~rt を交.(するとなかなか水は i!! まない。

たとえ浮遊物が沈降し水がi澄んだとして i 記録作業

のため潟査員がトレンチ内に降りると、その水流によ

り浮遊物が鎌いよ t)fヰぴi鈎りが生じてしまう。このよ

うな状況のもとでいかに正硲に、短時間に記録作業が

行なえるかが最大の問題である。この解決法として、

現在のところ透明なアクリル板で巡った絡に浄水を入

れたむの(クリアサイト)を J:暗に宮i:.tJさせた後、ラ

イティングして写真、ビデオの鍬彩を行なっている。

また土層の観雪誌に際してもクリアサイトを用いること

が多い。ょの場合、 7リアサイ ト前而古都のみという郎

分的な観察しか行なえず、トレンチ明前i全体の則的な

観祭が行なえない欠点がある. しかしi額四川川底調炎

めような流れのある所ではiおりがド流に流されるため

比較的視界はよく、肉IIUによるむB誌が可能である。

際主主:の第|時には、水中での士砂JJili削決がある.水中

では陸上の調査のように kを手Hで41:!!りつつ遺物、 ii'i

械を探すことは不可能に近い作業である。 Z見(1:実施し

ている水中刻査で!;t、 トレンチ内でJ駆った土砂を一息

作業船上に悌げた1去、自(i上作業uが司1:砂を水洗しつつ

遺物を撚し11.¥す方法を取っている.この方法によれば、

卜レ ンチ内の土砂のすべてを仰のよで水泌するような

ものであるから、出土jfl物のt.lD政能力は担金.1:.，l1I.1被のそ

れよりもはるかによまわっていると合える.しかし、

この場合婦向。l時とj盆物r;fll収u年にtifのズレが生じる。

そのためダイパーと紛卜.作業将とのfllJ に~'.tな連絡と、

調主主参加者全体のチームワー7が必要となる. トレン

チ内でJ縫った土砂をぬげるtJilとし てはエアリフト工

、建

ヱアリフト工法により試掘調蛮をする図
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作機台船

ダイパークリアサイトを用い土稽写真を撮る図
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ジェットリフト工法により試掘調査をする図
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法とジェットリフト工法がある。エアリフト工法は、

まず作業・台船とトレンチの間に太いスパイラルホース

を絞;uし 、ホースのトレンチIP.IJの口よりコンブレ ・γサ

ーで得られた高圧の空気を作業台船}JfI')へ突出させ続

ける.これによって生じる圧紛された空気の流れは、

ホースイ，J'近の水と共に土砂をむホースl刈に取リ込み、

合船 l二まで巡ぴ妨げることになる。ジェットリフト工

法は、スパイラルホース内に空会iの代りに尚庄の水を

送 リ込み、ホース端部にIO.F!IJJを生じさせる工法であ

る。 而jす?ともホー ス内にトレ ンチから作業台船に向う

強い水械を作り出し、この水流にJ長せて七砂を巡ぶと

いう共.illiの原理に基づいている.

きて水，t，での土砂の鍛削法であるが、以前はダイパ

ーがスコッ 7 で滋ゥていたという伝必めいた話むある

が、現{t!孟ジェットカッターと呼ばれる細いお庄の水

を噴出させる水鉄砲の貌玉のような2;i.!.-!.をffjP，土を

~J り取るように郷リ進んで行( 0 先にも制!i lたように

~kl:I~IJII在はよ砂が巻き上リ悦界は O である .JL の際出土

i世物が土保等の悶ぃ物の場合{まよいが、木製品等の軟

切な物の場合.f~B~IJ時に I波打i してしまう可能性がある。

潜水鯛査の可能性

iNJ峻足I糊tの剥重量において最良の方法1:鋼矢板によっ

てiit跡を問い、内部をドライな状態にした後陸上での

潟殺と同様な手法により実地するニとである. また試

縦訓盗においてむ、矢板図によるa潟ff.が最も正確な記

録が残せるものと考・えられる。しかし 、矢板凶工'fi.施

工のためには多綴の費用と時mlを袈するうえ、 i湾伐の

i1IlJ.必に応じて?，1I.l査I砲を決めることが鰍しいニと等多く

の問題がある。ニt'lに対し治水j式抗Ilf~，~ 1f.の幼令 、 経済

性、問先lUJl問、減益地点の向性jなi滋択匂;の而で縦れた

将'I'~ を持っている。潜水翻公は、 i官:Jltの総合的な精度:

のuiiでは矢板間試得議査に比して劣るニとは否定出来

ない。とは言うものの逃Z専の存在とその広がリを知る

ために行なわれる試磁調査においては、 i立物保取能力

土居実測をする調査員

台船上での遺物採集作業

の尚ささ手を加えて考えるならば、 iiE水.J:nll必ずtを1i定
するはどのマイ十スの材科にはなるまも、，むしろ伎術

的な改良をJJIIえゐよとによりぷ:llf.f，'I)!tを1;')1:させ、水

中て'の.iJtll:il，UI，jff.のシャンルにおいて主ゆ的な役;I)IJを来

すJili'Jにj悠むべきでJうろう。

それでは， !.J;< jιめて l(lÎ(I(J な jよがりのある，~I.j1f.を山水

で災ぬすゐニと 11 イ~..f能であろうか。f!d@MJC')土砂介、

』ヒWJの;&")J)立の tいシオグ)mUlのあるji(r、むしくはi頼

関111の土うにilf[れのある所で.イ{州、船，，"(J始、t'l¥i立林

等の、主体的なilihl'tのi調1i:なら:.f充分にIIJ能であるが、

逃挑が+1:火、 Ui(、iiキのようにベースを切り込むよう

な彩で'(-t{l， iる泊跡の調1!:lj関慌であると，j'わざるを

1!f.ない しかし、水深がi菜かうたリ 、 )iJ の ít ;l~が激し

くどうし て も災似Iln~'J';"}' 施了:1:1 1米ない所のぷ:j 1f.にお

いてiflf1]<1(li 111I，J ff.にチャレンジしてみる 1111i(1((はト分にあ

ると思う 。また多くのikJJ/氏j立制:をぬえるi必代以に必い

て、 itH<.ぷIUf.伐材ijを{也に先駆けて刊以ずる芯;五Hさわ

めてAさいと 4・える

(大泊料附功)
イラえト :戊fr ')'~i It (. J 
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